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い
よ
い
よ
「
か
い
じ
国
体
」
が
十
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

昭
和
町
は
ボ
ク
シ
ン
グ
会
場
で
す
。
本
町
を
訪
れ
る
選

手
役
員
の
皆
さ
ん
に
手
作
り
の
「
い
ち
ご
娘
人
形
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
思
い
出
に
残
る
昭
和
町
の
国
体
に
し
た
い

と
、
去
年
か
ら
桑
の
実
会
(
会
長
・
見
上
は
な
江
さ
ん
)

が
こ
の
人
形
作
り
に
協
力
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

町
文
化
協
会
手
工
芸
部
が
中
心
に
な
り
町
民
に
も
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
会
場
の
中
央
公
民
館
に
は
約
六
十
人
の
参

加
者
が
集
ま
り
、
国
体
協
力
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
、
ま
ご
こ
ろ
の

こ
も
っ
た
「
い
ち

ご
娘
人
形
」
に
、

大
勢
の
方
々
が
夜

遅
く
ま
で
が
ん
ば

っ
て
い
ま
し
た
。

=青空と緑と産業のまち昭和町二

F、1ハ市 本町は

，屯恒t( rv-すごx ボクシング

祭事EJ{部 会場です

ちl年 ぶ有叫
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国徳を成功させよう

いちご娘人形

-かいじ国体・会期……・

夏季大会…61年 9月 7日---10日

秋季大会…61年 10月 12日---17日

|・ふれあいのかいじ大会・会期
61年 10月 25日---26日
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こ
の
た
び
花
行
さ
れ
た
町
長
造
挙
に
お
い
て
、
町
氏
の
多
く
の
方
々
の
温
い
ご
文
採
を
い
た
だ
き
当
選

の
栄
誉
を
受
け
て
、
六
月
三
日
よ
り
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
就
任
に
あ
た
り
一
吉
町
民
の
皆
様
に

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
町
長
立
候
に
あ
た
り
、
活
力
あ
る
吋
氏
総
参
加
の
対
話
可
政
実
現
を
す
る
こ
と
を
第
一
の
お
約
未

と
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
そ
の
実
行
を
い
た
し
ま
す
。
え
そ
れ
と
併
せ
て
送
挙
中
に
町
内
を
巡
回
し
多

く
の
吋
氏
の
皆
さ
ん
が
笠
ん
で
い
る
と
忠
わ
れ
る
、
身
近
な
生
活
環
境
の
整
備
に
力
を
入
れ
皮
い
と
思
い

ま
す
。
十
月
に
は
国
体
が
行
な
わ
れ
本
町
も
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
会
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
可
氏
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
立
泳
に
い
成
功
さ
せ
る
様
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
送
挙
を
通
じ
て

得
た
と
こ
ろ
の
尊
い
経
験
と
、
温
い
人
間
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
私
の
長
い
間
つ
ち
か
つ
て
き
た
す
べ
て
の

力
を
傾
け
て
、
町
勢
の
進
展
と
、
可
氏
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
、
住
み
よ
い
、
，
青
空
と
縁
と
産
業
の
ま

ち
が
昭
和
吋
の
実
況
に
努
め
て
参
り
皮
い
と
思
い
ま
す
。

又
皆
さ
ん
に
お
約
未
し
た
花
菜
に
つ
い
て
は
、
誠
意
を
も
っ
て
実
行
す
る
た
め
、
多
く
の
先
輩
の
人
達

の
ご
意
見
な
ど
充
分
参
考
に
し
て
、
じ
っ
く
り
と
考
え
実
花
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
温
い
ご
支

援
と
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
来
で
す
と
町
氏
す
べ
て
の
方
々
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
べ
き
で
す
が
、

拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
を
通
し
て
就
任
の
ご
挨
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H
各
地
域
に
入
っ
て
町
民
対
話
の
場

を
作
り
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映

す
る
。

口
町
内
各
機
関
と
の
連
携
を
強
め
、

要
望
や
意
見
を
町
政
に
反
映
す
る

た
め
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
実
施
。

田
町
長
室
の
出
入
を
町
民
に
開
放
し

気
軽
な
町
民
対
話
の
場
を
つ
く
る
。

H
町
総
合
計
画
、
都
市
計
画
等
土
地

利
用
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
県

道
甲
府
市
川
大
門
線
、
昭
和
バ
イ

パ
ス
、
塩
部
町
開
国
橋
線
を
結
ぶ

幹
線
道
路
の
建
設
に
よ
る
一
体
化

を
は
か
る
。

口
市
街
化
区
域
内
の
残
存
農
地
を
昭

和
七
十
年
を
目
標
に
区
画
整
理
す

マ
G
。

田
市
街
化
区
域
に
隣
接
す
る
農
振
地

域
を
除
外
地
域
に
区
分
変
更
す
る

様
努
め
、
市
街
化
の
基
礎

c

つ
く
り

を
す
る
。

四
昭
和
、バ
イ
パ
ス
、
医
大
関
連
昭
和

玉
穂
線
沿
線
の
農
振
地
域
を
除
外

地
域
の
変
更
に
努
め
、
積
極
的
な

開
発
を
進
め
る
。

回
闘
場
整
備
地
域
の
幹
線
道
路
や
水

路
の
改
良
を
行
な
い
町
、、
つ
く
り
の

基
盤
を
作
る
。

閃
工
業
団
地
企
業
進
出
に
よ
る
勤
労

者
の
増
大
対
策
と
し
て
周
辺
整
備

と
住
宅
環
境

c

つ
く
り
を
進
め
、
県

と
合
同
の
住
宅
団
地
を
建
設
し
、

豊
か
な
生
活
環
境
、つ
く
り
を
す
る
。

出
甲
府
市
を
主
軸
と
し
た
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
構
想
を
推
進
す
る
。

ω釜
無
川
流
域
下
水
道
計
画
の
促
進

を
は
か
り
快
適
な
生
活
環
境
ず
つ
く

り
を
す
る
。

同
地
域
文
化
と
地
区
町
民
の
交
流
の

拠
点
と
し
て
の
集
合
施
設
の
整
備

充
実
を
積
極
的
に
進
め
る
口

H
都
市
近
郊
型
農
業
の
振
興
と
後
継

者
の
育
成
を
は
か
り
、
農
工
併
進

で
調
和
の
と
れ
た
町

c

つ
く
り
を
進

め
る
。

口
進
出
関
連
企
業
の
誘
致
に
つ
占
め
、

雇
用
の
拡
大
、
所
得
向
上
を
め
ざ

す。

回
大
中
型
庖
進
出
か
ら
町
内
小
売
業

者
を
守
り
商
庖
街
の
近
代
化
、
再

開
発
な
ど
時
代
に
対
応
す
る
商
業

の
振
興
に
つ
と
め
る
。

付
町
総
合
会
館
、
児
童
館
の
運
営
に

温
か
い
血
を
通
わ
せ
、
お
と
し
よ

り
の
ふ
れ
合
い
や
生
き
甲
斐
を
深

め
、
カ
ギ
ッ
子
児
童
の
対
応
を
は

か
る
。

口
健
康
と
安
ら
ぎ
の
た
め
の
町
民
福

祉
の
充
実
を
は
か
り
、
特
に
お
と

し
よ
り
、
障
害
者
、
父
母
子
世
帯

3

生
活
保
護
世
帯
な
ど
、
弱
者
の
福

祉
充
実
に
つ
と
め
る
。

日
町
民
の
健
康
と
憩
い
の
た
め
の
町

民
の
森
建
設
構
想
に
と
り
組
む
。

四
働
く
婦
人
が
安
心
し
て
子
供
を
預

け
仕
事
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
保

育
園
の
充
実
と
保
育
料
の
父
母
負

担
の
軽
減
に
つ
と
め
る
。

回
勤
労
者
増
加
に
伴
う
勤
労
者
福
祉

の
推
進
を
は
か
り
、
勤
労
者
の
拠

点
と
な
る
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
構
想
を
策
定
す
る
。

閃
か
い
じ
国
体
成
功
の
た
め
の
町
民

運
動
の
高
揚
を
は
か
る
。

H
各
世
代
の
交
流
と
心
の
ふ
れ
合
う

生
涯
教
育
を
推
進
す
る
。

口
小
学
校
児
童
数
増
加
に
対
応
し
て

常
永
地
区
に
第
三
小
学
校
の
建
設

構
想
に
取
り
組
む
。

臼
人
間
教
育
を
基
盤
と
し
た
昭
和
教

育
の
振
興
を
は
か
る
。

四
昭
和
町
の
歴
史
と
伝
統
を
探
究
し

正
し
く
継
承
さ
せ
る
た
め
、
町
誌

編
さ
ん
の
為
の
対
応
を
す
る
。

田
義
務
教
育
に
お
け
る
給
食
費
等
の

父
母
軽
減
を
は
か
り
均
等
化
に
つ

と
め
る
。

以
上
施
策
方
針
に
つ
い
て
は
、
そ
の

実
施
に
む
か
つ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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西
条
一
区
育
成
会
は
、
地
域
が
市
に

隣
接
し
て
い
る
乙
と
か
ら
近
年
転
入
者

が
増
加
し
子
供
の
急
増
に
加
え
環
境
の

悪
化
を
心
配
す
る
乙
と
か
ら
育
成
会
が

中
心
と
な
り
地
区
を
あ
げ
て
青
少
年
の

健
全
育
成
に
取
り
組
み
、
地
区
内
の
道

路
に
立
看
板
を
十
数
本
設
置
し
意
識
の

高
揚
に
つ
と
め
る
と
共
に
、
子
供
の
氏

名
入
り
赤
旗
で
ド
ラ
イ
バ

ー
に
注
意
を

呼
び
か
け
、
ま
た

P
T
A
、
子
供
ク
ラ

ブ
役
員
等
の
協
力
を
得
て
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
す
る
な
ど
地
区
を
あ
げ
て
事
故

防
止
、
明
る
い
地
区
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
努
力
と
成
果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

-

U
長

期

間

健

全

育

成

に

努

力

し

き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
実
践
活
動
に
い

そ
し
み
、
明
日
に
生
き
る
子
供
達
を
愛

し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や
伝
統
文
化
等

の
指
導
を
通
し
て
健
全
育
成
の
成
果
を

あ
げ
て
き
た
実
績
を
県
民
会
館
で
発
表

し
ま
し
た
。

乙
の
よ
う
に
長
期
間
指
導
者
と
し
て

の
情
熱
と
行
動
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、

乙
の
度
、
開
催
さ
れ
た
昭
和
六
十
年
度

県
民
会
議
総
会
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

河 西

樋口一雄氏

わ

樋
口
さ
ん
は
若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ
指

導
者
会
長
と
し
て
二
十
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
青
少
年
育
成
指
導
者
の
信
頼
厚

一つ報

ー
青
少
年
を
育
む
地
域
づ
く
り
に
努
力

1

広

すで閏月
動

調
運
崎

る
同

す
尽

く
ガ

る
ほ
口

調

非
を
理

会

似
社

官

-
v

・
v

・
v

・
v

・
v

高
等
学
校
生
活
指
導

員
、
か
決
ま
り
ま
し
た

生
活
指
導
員
は
、
学
校
及
び
家
庭
に

お
け
る
生
活
指
導
を
側
面
か
ら
援
助
す

る
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ

っ
て
、
必
ず

し
も
非
行
生
徒
の
摘
発
や
取
り
調
べ
を

昭和町青少年総合対策会議

青少年のだめの昭和町民会議

目
的
と
す
る
も
の
で
な
く
、
明
る
い
環

境
c

つ
く
り
に
努
め
、
厳
正
な
態
度
で
愛

情
と
勇
気
を
も
っ
て
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

各
地
区
の
指
導
員
は
次
の
と
お
り
で

す。

(敬
称
略
)

〈
地

区

〉

〈

氏

名

〉

〈

氏

名

〉

西
条
一
区
渡
辺
哲
夫
桑
原
孝
夫

西
条
二
区
石
原
政
彦
坂
本
駒
夫

清
水
新
居
依
田
吉
造
深
沢
正
次

西
条
新
田
日
向
周
作
平
石
洋
一

押

越

畑

野

孝

夫

浅

川

武

男

河

東

中

島

赤

沢

春

雄

鷹

野

昭

紙
漉
阿
原
清
水
幸
贋
武
井
啓
吉

築
地
新
居
田
中
秀
一
丸
茂
利
彦

飯

喰

小

津

馨

磯

部

巌

河

西

清

水

光

男

金

丸

繁

雄

上

河

東

岩

村

通

関

新

二

上
河
東
二
区
杉
山
貴
久
夫
望
月
噂
朗

青
少
年
育
成

推
進
員
を
委
嘱

地
域
に
あ
っ
て
青
少
年
育
成
運
動
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
育
成
会

の
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
市
町
村
が

設
置
す
る
青
少
年
育
成
推
進
員
に
次
の

方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

〈
地
区
〉

〈
氏
名
〉

〈
地
区
〉

〈
氏
名
〉

(西
空
区
)
樋
口
敏
夫
酋
各
区
)
高
野
幸
一

(清
水
暫
居
)
秋
山
差
出
歯
条
新
田
)
加
翠
義
利

(押

越

)
望
宵
朝
徳
(
河
東
宮
田
)
偲
政
武
彦

(
紙
漣
阿
原
)
志
坪
言
語
(
築
摘
額
居
)
中
翠
重
担

(
飯
喰
)
小
沢
弘
(
河
西
)
今
村
徹

(上

河

東
)
小
松
勝
(
上
河
東
二
一巳

深
翠
主
文
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河
西
さ
っ
き
会

わ

会
長

油

川

行

広

-つ

河
西
さ
っ
き
研
究

会
は
、
会
員
三
十
二

名
の
大
世
帯
で
す
。

此
の
会
は
昭
和
四
十

八
年
六
月
に
発
足
し

て
十
三
年
に
な
り
ま

す
。
当
時
は
さ
っ
き

ブ
!
ム
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
頃
で
し
た

の
で
会
員
一
同
も
の

す
ご
い
張
切
り
様
で

し
た
。そ

れ
以
来
毎
年
花

の
季
節
に
は
部
落
の

公
会
堂
や
、
又
三
月
K
は
部
落
文
化
祭

に
出
品
展
示
し
、
又
昭
和
町
文
化
祭
に

も
会
発
足
以
来
さ
っ
き
、
そ
の
他
の
盆

栽
を
出
品
し
て
参
り
ま
し
た
。

昭
和
町
が
六
十
一
年
度
か
い
じ
国
体

ボ
ク
シ
ン
グ
会
場
に
決
っ
た
翌
年
の
昭

和
五
十
九
年
か
ら
町
の
国
体
室
か
ら
の

よし報広( 5 )昭和 61年 7月1日発行

声

要
請
も
あ
り
「
国
体
に
町
民
一
人
一
役
」

を
合
言
葉
に
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
河
西
区

分
約
九

O
O米
の
聞
を
「
黄
色
い
コ
ス

モ
ス
街
道
」
と
し
て
黄
色
い
コ
ス
モ
ス

の
花
一
色
に
埋
め
つ
く
そ
う
と
国
体
室

の
協
力
も
得
て
、
種
蒔
き
、
除
草
、
濯

水
、
施
肥
、
間
引
き
等
の
管
理
を
行
い
、

一
応
の
成
功
を
納
め
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
始
め
て
の
コ
ス
モ
ス
作
り
と
あ

っ
て
会
員
の
気
の
つ
か
い
様
は
一
通
り

で
は
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

今
年
は
か
い
じ
国
体
本
番
と
あ
っ
て

会
員
一
同
大
い
に
張
切
っ
て
居
り
ま
す
。

本
年
の
計
画
と
致
し
ま
し
て
は
、
六

月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
の
種

究
J
1
i
J
蒔
き
ま
で
、
除
草
と

;
繍

g

ド
一

除
草
剤
散
布
を
繰
返

l

iF
J
x

一

え
し
て
居
り
ま
す
。

…
門

J
γ
ぷ

種
蒔
き
直
前
K
は
腐

紘

一
%
下
入
院
¥

葉
土
、
肥
料
、
若
土

園
田

E
E
E
石
灰
等
を
散
布
撹
伴

同
国
圃
圃
回
国
し
て
種
を
蒔
き
十
分

圃

・

・

・

な
管
理
の
下
に
十
月

.

.

.

.

.

.
 
の
国
体
に
は
見
事
な

E・
E・
黄
色
い
コ
ス
モ
ス
街

楢
圃
・
・
・
・
圃

道
と
し
て
県
内
外
か

霊

園

・

・

ら
訪
れ
る
参
加
選
手

圏
雲

掴

園

圃

役
員
を
始
め
大
勢
の

.
事
長
繍
司

参

観
者
に
見
応
え
の

あ
る
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
今
か
ら
手
具

腫
を
引
い
て
居
り
ま
す
。

尚
播
種
の
当
日
は
、
町
を
始
め
県
知

事
や
県
民
生
活
局
か
ら
多
数
の
職
員
も

参
泊
し
て
、
一
諸
に
作
業
を
す
る
予
定

に
な
っ
て
居
る
そ
う
で
す
の
で
今
か
ら

楽
し
み
に
し
て
い
る
次
第
で
す
。

包士宮

戸ヨ

六
月
ニ
日

⑧⑩⑨⑧⑧⑧⑧⑧⑨⑥⑧ 

町

役
退
任
さ
れ
Q 

き約苧かえr-
I予つけ 来 匂3)

昭
和
町
長
任
期
満
了
に
伴
い
、
前
町

長
石
原
忠
則
氏
、
前
収
入
役
井
口
淳
夫

氏
、
前
教
育
長
須
田
正
夫
氏
は
、
そ
れ

ぞ
れ
去
る
六
月
二
日
付
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

退
任
式
は
、

二
日
の
午
後
五
時
よ
り

役
場
二
階
の
大
会
議
室
で
職
員
、
学
校

関
係
な
ど
約
一

O
O人
が
出
席
し
て
行

わ
れ
、
長
い
間
昭
和
町
の
発
展
の
た
め

御
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
御
労
苦
に
対

し
、
町
民
は
じ
め
職
員
一
同
深
い
敬
意

を
表
わ
す
と
と
も
に
、
乙
れ
か
ら
も
尚
、

一
層
の
町
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
ほ
ん
と
う
に
長
い
間
、
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。
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矩火大会旗 、圃圃圃圃-レ• • 午前9:30---11 :30 

午前9:30---11 :30 

• • 時・-日

8月8日(金)

10月10日(法官)

• リハーサル

本番

• • 
短火リレー

第
四
十
一
回
国
民
体
育
大
会
(
か
い

じ
国
体
)
の
開
催
に
あ
た
り
、
大
会
の

意
義
を
高
め
、
ま
た
成
功
さ
せ
る
決
意

を
あ
ら
た
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

県
内
全
市
町
村
を
大
会
旗
・
矩
火
の
リ

レ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

か
い
じ
国
体
秋
季
大
会
を
飾
る
矩
火

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
に
あ
た
る

も
の
で
、
県
内
五
ケ
所
(
北
岳
・
二
日

浅
間
神
社
・
身
延
山
久
遠
寺
・
八
ヶ
岳

・
富
士
山
)
で
採
火
さ
れ
ま
す
。

採
火
さ
れ
た
矩
火
は
、
大
会
旗
と
と

も
に
五
つ
の
コ

l
ス
で
、
各
市
町
村
か

ら
選
ば
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
で
順
次
リ
レ
ー

さ
れ
、
秋
季
大
会
開
会
式
前
日
に
武
田

神
社
で
一
つ
の
火
に
な
り
ま
す
。
矩
火

は
開
会
式
直
前
に
県
庁
を
出
発
し
、
小

瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
の
矩
火

台
に
点
火
さ
れ
て
、
大
会
が
終
る
ま
で

燃
え
続
け
ま
す
。

本
町
は
五
つ
の
コ

l
ス
の
う
ち
北
岳

で
採
火
さ
れ
た
白
峰
の
火
を
玉
穂
町
よ

り
引
き
継
ぎ
、
町
内
各
地
区
を
児
童
、

生
徒
の
子
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
リ
レ
ー

さ
れ
ま
す
の
で
、
沿
道
や
中
継
地
点
で

の
盛
大
な
ど
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

大会旗.~g火リレーコース中継地点、

信尋齢滋総綴機銃滋議議議総綴路怒総滋務総線総務総怒泌滋泌総綴様矩火リレーコース• 両日間ね昭和町内大会旗



わ

第15園地区別対抗年令別出ボール大会

-つよし報広(7 )昭和 61年 7月1日発行

6月1日(日)
ソフトボール |;鴎議益優1
バレーボール(女子)I~獅:川三浦1

大栄冠大

第
十
五
回
昭
和
町
地
区
別
対
抗
年
令

別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
主
催
・
町
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
)
は
、
各
地
区
十
二

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
押
原
小
、
釜
無
工

業
団
地
公
園
運
動
場
の
二
会
場
で
熱
戦

が
展
開
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
日
町
民
体
育
館
で
は
、
十

IJωとI体I奇きだIえ.明るしI町岩りIます】

〔年令別ソフトボール大会〕

大試合の結果女

〔女子年令別1¥レーボール大会〕

女試合の結果大

五
回
目
を
迎
え
た
女
子
年
令
別
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
(
主
催
・
町
体
育
協
会
)

が
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
充

分
に
発
揮
し
、
好
試
合
が
共
に
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

祭ヨ民
間体県

の成競々堂

第
三
十
九
回
県
体
育
祭
り
が
、
五
月

十
八
日
・
二
十
四
日
・
二
十
五
日
の
三

日
間
、
甲
府
市
の
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
か
い
じ
国
体

ム
ー
ド
の
高
ま
る
中
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
本
町
は
、
総
勢
一

O
O人

を
越
え
る
選
手
、
役
員
を
動
員
し
て
堂

々
の
入
場
行
進
で
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《

町

の

部

》

(

敬

称

略

)

阜

優

勝

H
H
H
H
H
H
女
子
テ
ニ
ス
H
H

小
島
広
子
(
河
西
)
河
西
明
子
(
西

条
ニ
区
)
斉
藤
光
子
(
西
条
二
区
)
河

西
則
子
(
西
条
新
田
)

窃
総
合
優
勝

H
H
H
弓
道
(
成
年
)
H
H

深
沢
武
重
(
築
地
新
居
)
保
坂
美
文

堂々の入場行進に盛大な拍手を受けました

(
上
河
東
ニ
区
)
田
中
聡
(
西
条
ニ
区
)

相
原
久
乃
(
西
条
ニ
区
)
羽
田
佳
世
(

上
河
東
)
小
田
切
清
美
(
西
条
ニ
区
)

宇

優

勝

H
H
女
子
ソ
フ
応
U

八日
H
H

ト
ボ
l
ル
夜
帰

山
固
定
幸
(
監
督
)
樋
口
敏
夫
(
コ

ー
チ
)
・
川
崎
陽
子
(
河
西
)
二
宮
す

み
子
(
上
河
東
)
保
坂
文
子
(
上
河
東
)

小
山
み
さ
お
(
上
河
東
ニ
区
)
諏
訪
田

藤
子
(
西
条
ニ
区
)
海
和
節
子
(
河
東

中
島
)
有
賀
政
美
(
押
越
)
堀
口
幸
子

(
上
河
東
ニ
区
)
土
橋
由
利
子
(
上
河

東
ニ
区
)
長
田
広
枝
(
西
条
一
区
)
小

田
切
和
子
(
西
条
ニ
区
)

初
才
台
女
子

υ

事

優

勝

|

|

」

|
|
一

O
O
m
陸

|

|

|

小
池
寿
々
子
(
河
西
)
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み
ん
な
の
投
票

明
る
い
暮
し

わ

投
票
日
・
・
・
七
月
六
日

-つよ報広

次の投票所で(午前ア時~午後6時)

投票 区 区 域(区 名) 投票所設置場 所

第一投票区
押 越・河東中島 押越 532
紙漉阿原・築地新居 昭和町中央公民館

第二投票区
西条一区・西条二区 西条 42 6 5 
西条新田 西条二区第一公会堂

第二投票区 飯 喰・河 西 上河東 384
西条新田・上河東二区 上河東公会堂

第四投票区 清水新居
清水新居 540
清水新居公会堂

町内は，

ご存じですか o ~ 

参爵鴎@包串間居|

選挙区選挙
(旧地方区)

個人に投票します。

投票用紙には、候補者個人名

を記入してください。

政党に投票します。

投票用紙には、政党の名称

または略称を記入してください。

比例代表選挙
(1日全国区)

語決@
軍部防止

お
も
ち
ゃ
寵
火
も

原
料
肱
火
薬

献血をする人が年々増えています。

でも 皿液が必要な患者さんも増えています。

医療技術の進歩に伴って

血渡の需要はこれからも

増加すると予想されます。

あなだも献血にご協力を一一一。

ぎすぎす

1山梨県警察官募集 l
※第一次試験

期日・・・・・・昭和61年 8月3日 (日曜日)

場所…ー甲府市酒折 山梨学院大学

-干400甲府市丸ノ内 1丁目 6番 1号
TE L甲府35-2121内線 214--216 

事
業
所
統
計

調
査
巴
ご
協

力
を
グ
・

七
月
一
日
現
在
で
実
施

※ 採 用 予 定
期日 …一昭和61年度中若しくは

昭和62年 4月上旬

人員……約 20名

ー
正
し
く
使
っ
て
楽
し
い
花
火

l

v水
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
。

V
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
良
く
読
ん
で
必
ず
守
る
o

v人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所

で
遊
ん
ど
り
、
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
o

v風
の
強
い
と
き
は
や
め
る
。

V
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
。

V
沢
山
の
花
火
K
一
度
に
火
を
つ
け
な
い
で
一
本
づ
っ
遊
ぶ
o

v正
し
い
位
置
に
点
火
す
る
。

V
筒
も
の
花
火
は
途
中
で
火
が
消
え
て
も
の
ぞ
か
な
い
o

v花
火
は
ポ
ケ
ッ
ト

κ入
れ
な
い
。

V
花
火
は
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
と
危
険
で
す
、
絶
対
し
な
い
乙
と
。

「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
と
は
い
え
、
原
料
は
火
薬
で
す
。

使
用
す
る
人
た
ち
の
正
し
い
使
い
方
と
注
意
事
項
を
必
ず

守
る
こ
と
が
花
火
に
よ
る
事
故
や
火
災
を
防
ぎ
ま
す
。

甲
府
地
区
消
防
本
部

缶グ
※願書受付

期間・・・・・・昭和61年 6月23日~

7月24日
場所......山梨県警察本部警務課・各

警察署・県人事委員会

※受験資格
年齢・・・...18歳--27歳の男子

「警察官AJは、大学の学部を卒業

した者(来春、卒業見込者

を含む〉

「警察官BJは、前記A以外の者

-採用試験等についての問い合わせ先

もよりの警察署・派出所・駐在所、
または山梨警察本部警務課人事係



全
国
で
十
億
缶
〈
年
間
〉
が

。
。
ホ
イ
捨
て
々

わ

暑
く
な
る
と
、
の
ど
を
う
る
お
す
た

め
に
、
自
動
販
売
機
で
缶
入
り
飲
料
を

買
う
乙
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
と
乙
ろ

で
、
飲
み
終
わ
っ
た
空
き
缶
、
あ
な
た

は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
家
の
中
で
飲

ん
で
い
れ
ば
、
ゴ
ミ
箱
な
ど
に
入
れ
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
屋
外
だ
っ
た
ら

1
1
0
飲
み
終
わ
っ
た
空
き
缶
を
手
に

持
っ
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
じ
ゃ
ま
く

さ
く
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き

P

だ
れ

も
見
て
い
な
い
か
ら
d

と
か
，
す
で
に

空
き
缶
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
グ
と

い
っ
て
、
ポ
イ
ッ
と
道
端
な
ど
に
捨
て

て
し
ま
う
人
が
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う
で

す。
毎
年
、
全
国
で
百
億
缶
を
超
え
る
缶

入
り
飲
料
が
生
産
さ
れ
、
そ
の
約
一
割

(
十
億
缶
)
が
空
き
缶
と
し
て
グ
ポ
イ

捨
て
d

さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り

ま
す
。
乙
め
数
字
は
、
国
民
一
人
当
た

り
約
十
缶
ず
つ
捨
て
て
い
る
勘
定
に
な

り
ま
す
。

-つよし報広( 9 )昭和 61年 7月 1日発行

だ
れ
か
ガ
姶
わ
な
け
れ
ば

い
つ
ま
で
も
そ
の
ま
ま

困
っ
た
乙
と
に
、
一
度
捨
て
ら
れ
た

空
き
缶
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

ゃ
住
民
の
方
々
が
拾
わ
な
い
限
り
、
捨

て
ら
れ
た
ま
、
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
雨
や
風
で
風
化
す
る
と
い

う
乙
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
空
き
缶
を
だ
れ
も
拾
わ
な
か

っ
た
ら
、
日
本
列
島
が
空
き
缶
で
埋
ま

っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
は
だ

れ
か
が
拾
わ
な
い
限
り
、
ま
た
缶
入
り

飲
料
を
飲
む
人
た
ち
が
捨
て
な
い
よ
う

心
が
け
な
い
限
り
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
の
住
む
町
を
空
き
缶
で

汚
さ
な
い
た
め
に
、
缶
入
り
飲
料
を
飲

む
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

I
U
よ
v

つ。

マ
飲
み
終
わ
っ
た
空
き
缶
は
必
ず
空
き

缶
入
れ
や
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
る

マ
近
く
に
ゴ
ミ
箱
な
ど
が
な
い
と
き
は
、

持
ち
帰
る

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
て
、
落

ち
て
い
る
空
き
缶
を
見
つ
け
た
ら
拾
い
、

ゴ
ミ
箱
に
入
れ
る
ー
ー
ー
乙
の
よ
う
な
乙

と
を
実
践
し
て
、
空
き
缶
の
な
い
き
れ

い
な
町
ごつ
く
り
を
心
が
け
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

く
じ
付
暑
中
見
舞

は
が
き
販
売
中

夏
だ
よ
り
、
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
を
運

ぶ
、
暑
中
見
舞
は
が
き
。
今
年
か
ら
は

年
賀
は
が
き
同
様
く
じ
っ
き
で
「
と
ん

ぼ
。
む
ぎ
つ
く
。
あ
ま
ち
ゃ
。
」
の
三

種
類
を
販
売
中
で
す
。

最
寄
り
の
郵
便
局
又
は
切
手
類
販
売

所
で
お
求
め
下
さ
い
。

0
0
0
0
0
0
0
 

速
達
郵
便
物
の

配
達
区
域
狐
大

昭
和
町
清
水
新
居
地
域
も
六
十
一
年

六
月
一
日
よ
り
速
達
郵
便
物
配
達
区
域

と
な
り
、
当
局
区
内
は
全
域
が
速
達
郵

便
物
配
達
区
域
と
な
り
ま
し
た
。

田
富
郵
便
局

電
話
帳
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

番
号
案
内

(
一
O
四
番
)
の
利
用
が

年
々
ウ
ナ
ギ
上
り
で
す
。
こ
れ
は
、
電

話
帳
で
調
べ
る
よ
り
簡
単
な
た
め
、
便

利
さ
に
馴
れ
き
っ
た
習
慣
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
甲
府
の
電
話
局

で
は
毎
日
一
五
、

0
0
0件
も
の
問
い

合
せ
が
あ
り
一
日
中
ラ
ッ
シ
ュ
状
態
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
お
手
元
の
電
話
帳
や
書
抜
帳

で
お
調
べ
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
「
お

知
り
に
な
っ
た
電
話
番
号
は
書
抜
帳
に
」

メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局
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間関保健衛生だより開開銀問

実施日 受付時間 該 当 児 |場所

昭和60年 6月生まれ
7月 9日(水〉

午後 1時
// 6月生まれ総合

---2時 昭和60年 12月生まれ
7月 10日(木:)1

昭和61年 3月生まれ

持ち物母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

日時 1月 12日ω・'26日ω
午前9時"'11時30分

場 所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださし、。

妊娠証明書は必要ありませんO

会館

※一般健康相談は 40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしています

のでお気軽にお出かけくださし、

実施日

時 間

場 所

対象者

第 1 回|第 2 回

7月25日ゆ 8月1日ゆ

午後 1時 30分~

総合会館

妊娠 5か月以降の妊婦

持ち者|母子手帳・体操のできる服装・テキス卜代 300円

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

7月17日仇合

午後 1時"'1時30分

総合会館

昭和59年 4月 1日"'7月31日までの出生児

母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている

コップと歯ブラシ

実施日 7月28日〈局

受付時間午後 1時"'1時 30分

場 所総合会館

該当児昭和61年 2月 1日"'5月31日までの出生児

持ち物母子手帳

その他昭和61年2月及び 3月出生児については検診後、

神経芽細胞腫の検査方法の説明と検査セットの配

付を行し、ますので 60円切手 1枚または現金60円

をご持参くださし、。

*検査内容

受付時間 料 金

午前8時30分 I600円※ただし、70

"'11時00分|歳以上の方は無料

身長・体重測定、血圧測定、尿検査、血液検査(肝機能・貧

血・総コレステロ」ル・血糖〉、眼底検査、心電図、聴打診

成人病検診と同じ

受付時間 来ヰ 金

午前8時30分 1500円※ただし、 70

-10時30分|歳以上の方は無料

※検査当 日は飲食せず会場へおこしくださし、。

総合会館(保健センターで)



、J

貌
こ

な
る
た
め
に

ト
4
V

パ
ノ
ト
ベ
ザ

《
丈
夫
な
子
供
》

¥
ど
の
よ
う
に
し
て
丈
夫
な
/

一
子
供
を
育
て
た
ら
よ
い
か
一

/
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
¥

わ

-
今
の
子
供
の
体
の
特
徴
を
考
え
て
み

ま
す
と
、
身
長
は
伸
び
て
カ
ッ
コ
よ
く

は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
朝
か
ら
ア
ク
ビ

ー
背
中
ぐ
に
や
|
ア
レ
ル
ギ
ー
ー
腹
で

っ
ぱ
り
|
朝
礼
で
パ
タ
ン
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

朝
授
業
が
始
ま
る
と
す
ぐ
ア
ク
ピ
を

す
る
子
供
が
多
く
、
あ
る
小
学
校
の
先

生
の
調
査
で
は
、
一
分
間
に
十
七
回
と

い
う
記
録
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
原
因
の
主
な
も
の
は
睡
眠
不
足
で
、

家
庭
の
「
宵
っ
ぱ
り
の
朝
寝
坊
」
の
生

活
の
し
わ
ょ
せ
が
出
て
き
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
又
、
朝
礼
で
パ
タ
ン
の

原
因
は
朝
食
カ
ッ
ト
や
睡
眠
不
足
が
主

な
原
因
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
背
中

ぐ
に
や
と
い
う
の
は
、
正
し
い
姿
勢
を

と
る
乙
と
を
怠
っ
た
た
め
に
背
骨
が
曲

っ
た
り
、
背
筋
、
腹
筋
、
足
の
筋
肉
が

弱
く
な
っ
た
た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
は
大
脳
の

活
動
(
興
奮
と
抑
制
)
が
低
下
し
て
体

を
動
か
す
力
が
弱
く
な
っ
た
の
が
主
な

原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
こ
の
よ
う
な
実
態
に
対
し
て
ど
う
し

つよし報広(11)昭和 61年 7月 1日発行

た
ら
よ
い
か
考
え
て
み
ま
す
と
、
第
一

に
、
生
活
リ
ズ
ム
を
朝
型
(
早
起
き
は

三
文
の
徳
)
に
な
る
乙
と
で
す
。
夜
は

早
く
寝
て
十
分
に
睡
眠
を
と
り
、
朝
早

起
き
を
す
れ
ば
疲
労
も
回
復
し
て
快
適

な
一
日
の
生
活
が
で
き
ま
す
。
第
二
に
.

直
立
姿
勢
を
保
つ
た
め
の
正
座
、
椅
子

に
か
け
た
と
き
の
姿
勢
、
字
を
書
い
た

り
本
を
読
ん
だ
り
す
る
と
き
の
姿
勢
で

背
す
じ
を
ま
っ
す
ぐ
に
保
つ
。
第
三
に

子
供
に
家
の
仕
事
を
さ
せ
た
り
、
運
動

を
盛
ん
に
さ
せ
る
乙
と
が
大
切
で
す
。

体
を
動
か
す
乙
と
に
よ
っ
て
筋
肉
が
発

達
し
、
体
を
器
用
に
動
き
、
筋
肉
が
収

縮
す
れ
ば
筋
肉
か
ら
大
脳
に
刺
激
が
送

ら
れ
て
大
脳
の
興
奮
が
高
ま
り
乙
れ
が

頭
を
さ
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
近
子
供
の
生
活
が
変
化
し
て
き
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
供
一
人
ひ
と

り
を
し
っ
か
り
観
察
し
て
問
題
点
を
は

っ
き
り
つ
か
む
乙
と
か
ら
着
実
な
打
開

策
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〉
」
ず
/
ほ
/
立
俳
句(

敬
称
略
)

蹴
り
そ
、
」
ね
ボ

l
ル
、
』
ろ
が
る
柿
若
葉

麦
の
稔
の
つ
ん
つ
ん
仲
び
て
里
親
し

磯

部

信

与

え
の
遺
影
掲
げ
上
棟
花
菜
晴

議

湯

の

い

わ

れ

く

ど

く

ど

台

頭

れ

長
田
そ
の
子

病
む
母
に
や
さ
し
さ
目
ざ
し
白
牡
丹

そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
の
合
り
や
す
嵐

小
沢
百
合
子

ひ
い
ら
ぎ
の
禁
に
株
さ
れ
も
し
羊
む
し
る

池
に
彰
落
し
て
揺
る
る
春
の
月

河
田

長子
子

紙
飛
行
機
と
ぶ
よ
春
雨
ふ
く
む
空

嬰
児
抱
く
母
万
緑
に
つ
つ
ま
れ
て

輿
石
さ
釘
代

ボ
コ
ボ
コ
と
掌
に
な
る
新
茶
犬
袋

身
障
児
等
に
郭
公
よ
く
な
け
り

内
総
ふ
く
次

3歳児検診より

若
設
の
花
う
つ
む
く
如
露
の
水
ふ
れ
て

之
青
む
抱
え
立
た
せ
る
お
合
初
め

松

岡

満

子

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
風
も
景
色
も
沫
を
添
え

水
仏
に
似
合
う
和
服
の
亡
母
な
り
さ

薬

袋

花

枝

親
か
ら
土
地
を

借
り
た
と
き

和
の
土
地
に
家
を
建
て
た
場
合
の

贈
与
税
は
ご
存
じ
で
す
か
?

親
子
間
で
無
償
の
土
地
の
貸
し
借

り
(
乙
れ
を
使
用
貸
借
と
い
い
ま
す
)

の
約
束
を
し
た
場
合
、
そ
れ
が
建
物

や
構
築
物
の
所
有
を
日
的
と
し
た
使

川
貸
借
に
よ
る
土
地
の
借
り
受
け
で
あ

る
場
合
は
、
土
地
の
使
用
権
の
価
値

は
ゼ
ロ
と
し
て
取
り
吸
わ
れ
ま
す
の

で
贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
親
の
死
亡
に
よ
り
相
続

が
行
わ
れ
る
と
き
に
は
、
そ
の
土
地

は
出
地
へ
他
人
に
貸
し
て
い
な
い
日

山
の
上
地
)
で
評
価
し
て
相
続
税
が

か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
土
地
が
借
地
で
あ
る

場
合
は
借
受
人
、
借
地
人
、
地
主
の

三
者
が
連
署
し
た
「
借
地
権
の
使
用

貸
借
に
関
す
る
確
認
書
」
を
所
轄
の

税
務
署
長
に
出
山
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

土
地
な
ど
の
贈
与
を
受
け
る
場
合

に
は
、
必
ず
そ
の
士
地
を
評
価
す
る
と

と
に
な

2
ま
す
の
で
円
前
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
へ
ζ

相
談
く
だ
さ
い
。

税のプロムナード綬2p

河

東

中

島

、ーノ

西

条

二

区

清

水

新

居

築

地

新

居

内

藤

勝

則

横

内

繁

美

久
保
田
寿
治

田
中
真
由
美

小

林

貢

渡

辺

尚

美

宮

崎

清

貴

有

泉

正

枝

内

田

敏

久

藤
山
久
美
子

石

原

陽

一

原

浩

美

佐

藤

正

大
森
な
を
み

小

野

久

布
団
美
智
子

外

川

篤

西

村

佳

美

西

条

二

区

上
河
東
二
区

河

西

西

条

新

田

西

条

一

区

紙

漉

阿

原

清

水

新

居

紙

漉

阿

原

西

条

二

区

河
東地

H 中区

島
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却③⑤ Y
一
月
き

し

一

づ

U
一

み

J

一
文
ふ

16 
ぼん送り日
やぶいり

17 2歳児歯科検(総診合
会館)

老人の生きがし、パス 18 (千葉県方面〉

19 勤労青少年の日

2 半夏生

3 

4 米国独立記念日

ア /健J'=康百の・1日JニY 1122 

8 ジャズボ、クシンク孝夫室 1123 大 暑
(旧役場〉

9 1124 

10 国土建設週間 1125 

11 1126 母リハ子ビ手リ帳教交室付(及午び後一・般総健合康錦不信官炎〉

日・地z:子供クラフ、キャンプ

14 臨調 1129 
ジ、ャズボクシンク、教室

(旧役場〉 30 

31 

言合ぢ際ン検診}(総合会館)

・県民税第 l期納期限
民年金第 1期納期限
民健康保険税納期限

レントゲン・成人病・

15 ぼん

※夏は水気の多いゴえが出る季節で

す。水切りが十分でないゴミは悪臭

などの原因になるばかりでなく、処

O 西条地区
毎週 1日、 4目、 8日 ガラス・フヲスチック類 金属類 理場の焼却能力をも低下させてしま

11日、 15日、 18日
清水新居 火・金曜日 毎月 l'iす。この時期の水切りはとくに

n，目、 25日、 29日 第 2水曜日 : 9日
西条新田

第毎月
ていねいにするよう心がけてくださ

O押原越地区
し、。

4 
※ゴミは指定の紙袋か荷札できめら

毎週 3目、 7目、 10日 毎月 水曜
: 23日 れた日に、きめられた場所へ出しま

14日、 17日、 21日 16"日 日
O 常永地区 月木曜日 第3水曜日 しょう。

2~ 日、 28 日、 31 日
飯喰
河西
上河東


